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②北出丸大通りに沿った木造雁木が交流棟に続く。左奥は鶴ヶ城　③多目的利用が想定されている交流棟①交流棟（左）と渡り廊下で繋がるオフィス棟（右）。1階のカーテンウォール部では木格子により緩やかな視線制御を行っている

持続可能なスマートシティを
実現するためのICT戦略拠点

日本では、少子高齢化や製造業の雇用創出

力低下による生産年齢人口減少が課題と

なっているが、福島県会津若松市もその例

にもれない。そこで市が取り組んだのが「ス

マートシティ会津若松」プロジェクト。まち・ひ

と・しごとの創生により、長期的に10万人程

度の安定人口を実現し、地域の活力維持を

めざす。市はこれまで、1993年に開学した公

立大学法人会津大学や企業と連携し、アナ

リティクス産業・ICT関連企業の集積に力を

入れてきた。会津大学は、コンピュータサイエ

ンス領域で研究者数・学生数とも全国一位

を誇るが、卒業生の約8割は県外に就職す

る。アナリティクスは膨大なデータ解析などを

行い、環境・医療・農業などの多様な分野で

問題解決を行うための技術。スマートシティ

会津若松の各事業における基盤環境整備に

欠かせず、サーキュラー・エコノミーにおいて

もコア技術として注目され、その人材も求めら

れている。今回の事業は、その戦略拠点とな

るオフィスの建設という環境整備事業。ICT

産業を集積し、そこで協働する大学生の人材

育成を行い、彼等が先進的な活用事例を創

出することで、新しい産業を再度呼び込むと

いう、循環型の地方創生が計画されている。

プロポーザルにあたっては、市が運営管理

するのではなく、建物の所有者が入居企業

を誘致し運営する「ホルダー企業」制度が

採用された。採択されたのは会津若松市内

企業5社による連合体の提案。設計・施工

に関しては設計段階から施工予定者が関

与するECI※方式を採用し、ホルダー企業

として株式会社AiYUMUが運営管理から

企業誘致までを担うこととなった。
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※ECI（Early Contractor Involvement）方式 ※計画段階の図面を基に描き起こしたもので、実際とは異なります。
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15mスパンの無柱空間に配置された
LEDベースライトiDシリーズ

2階執務室から望む磐梯山

オフィス棟西側のカーテンウォール部を覆う木製ルーバ 灌水装置を装備したテイカカズラによる垂直緑化

オフィス棟（左）と交流棟（右）間に設けられたデッキテラス 夜間には植栽のライトアップも行われている

／福島県会津若松市東栄町
／株式会社AiYUMU
／株式会社AiYUMU
／株式会社白井設計
／戸田・会津土建・八ッ橋・アクーズ会津特定建設工事共同企業体
／2019年4月
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スマートシティAiCTグローバルな知的人材が集まり
地域交流の中で学生を育む施設

（上）企業間コラボレーションが行われるサロン・ラウンジ
（下）西側では木製ルーバと垂直緑化が日差しを抑える

公募によってスマートシティAiCTと名付けら

れた施設は、S造3階建てのオフィス棟と木造

平屋建ての交流棟によって構成されている。

オフィス棟は外装材にCLTを採用。内装材の

一部に地元材を加工した木材を使用し、交

流棟でも構造体と内外装仕上材に地元材が

用いられている。

交流棟とオフィス棟の間には各棟の機能を

分離できるようにデッキテラスを配置し、会津

の四季折々の自然に触れながら相互交流で

きる空間が創り出された。

オフィス棟は道路から離れた奥に配置され、

貸室は15mスパンの無柱空間。可動間仕切

りやパーティションによりレイアウト変更にも

容易に対応できるように設計されている。

また、各階にはオフィス内入居企業間の交流

を図るため、セミパブリックスペースとしての

サロン・ラウンジが設けられた。この空間の西

側には、直射日光の照射を抑えるために1階

から3階までCLTによる垂直ルーバーを配置。

ルーバー間に常緑ツル性植物のテイカカズ

ラを植栽することで、壁面緑化による日照コン

トロールが図られている。

誘致企業としては、世界最大のコンサルティン

グファームであるアクセンチュア株式会社を

筆頭に、国内外のICT企業17社の入居が決

まり、会津大学発ベンチャーも入居する。

株式会社白井設計代表取締役でAiYUMU

の取締役副社長でもある白井 武男氏は「今

回のプロジェクトは地元企業や金融機関、電

力会社の協力があって実現できたもの。

設計・監理から運営にまでたずさわり、多くの

グローバル企業誘致にも成功した。今後はここ

のインキュベーション機能を活用し、会津大

学の学生たちがベンチャー企業としてグロー

バルビジネスを展開してくれることを期待して

いる」と語る。

※ DMO：環境地域づくり法人（Destination Management Organization）

● LEDベースライト iDシリーズ
● LEDダウンライト
● LED高天井用器具
● LEDスポットライト
● LED階段灯
● LED非常灯
● エミット・ビルコントローラ
　WeLBA
● 木製ルーバー（CLT）＋垂直緑化
 　（パナソニック環境エンジニアリング株式会社）

主な設備

スマートシティA i C Tの循環コンセプト

AiCT
環境整備
起点　交流
運営

●誘致企業・人のネットワーク
●地元企業連携による
実証成功ビジネスモデル

●実証フィールド
●農林業・観光・インフラ・
健康・予防医療・食育
●会津大発ベンチャー
●伝統産業漆器・酒造

●ICT関連企業集積
●地元産業支援
シェアード
●雇用・人口減少抑制
●経済成長・知的人材の町中定住
●スタートアップ

●ビッグデータ
●アナリティクス
●AI・IoT・DMO※

●会津大発ベンチャー

日本の未来 歴史と文化のかおる城下町

会津の夢 入居企業
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